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Abstrac  In this paper, we report the relationship between activities related to artistic expression in 
early childhood and "likes and dislikes" ,and their poor at art by junior high school students. This is 
the second report. I was carried out by the question paper investigation. Among the questions, this 
time, we focused on "experience using blocks and wood blocks in early childhood", "experience of 
touching picture books in early childhood", "experience of visiting museums in early childhood", and 
"storage status at home of works produced in early childhood and elementary school age". As a result, 
we were able to find the possibility that various experiences such as "composition play using blocks 
and wood blocks", "touching picture books", and "experience of exhibiting and appreciating works" 
will create positive feelings about art in the future.  
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生徒 441 名を対象とした。 
(2)実施日時等：2019 年 10 月〜11 月にかけて 2 回
の質問紙調査を行った。 









































で 3 歳〜6 歳(小学校入学前)の期間であることを補
足説明し、その期間の家庭での様子から回答しても
らった。 












































質問紙 1 の E〜Ⅰ及び質問紙 2 の 06~08 の計 8 個
の設問と、質問紙２の 01~05 の計 5 個の設問の各結
果についてクロス集計を行った。 
集計にあたっては、質問紙 1 の E〜G と質問紙 2
の 01〜05 に関してはそれぞれ 5 と 4 の選択肢と 2
と 1 の選択肢を統合した。それにともないクロス集
計表では、5 と 4 を統合したものを設問内容に合わ
せて「していた・好き・得意」、2 と 1 を「しなかっ
た・好きではない・得意ではない」と表記している。 
 クロス集計後は「質問紙 1 の E〜Ⅰ・質問紙 2 の
06〜08」と「質問紙 2 の 01~05」を変数にχ二乗検
定を行った。分析ソフトにはエクセル統計 6)を用い




















表 1 1-E「ブロックで遊ぶ」と 2−01〜05のクロス集計表(p<0.05) 
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表 2 1-F「積み木で遊ぶ」と 2−01〜05 のクロス集計表(p<0.05) 
 表 3 1-G「絵本を読む」と 2−01〜05 のクロス集計表(p<0.05) 
幼児期の造形表現体験と中学生の美術科に対する意識との関連Ⅱ 



























































































表 4 1-H「美術館に行く」と 2−01〜05 のクロス集計表(p<0.05) 
表 5 1-I「幼稚園・保育園・小学校の時に園や学校・家で作った作品は今どうなっていますか」と 2−01〜05のクロス集計表(p<0.05) 
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表 6 2-06「普段美術館に行きますか」と 2−01〜05 のクロス集計表(p<0.05) 
表 7 2-07「家に美術作品が飾ってありますか」と 2−01〜05 のクロス集計表(p<0.05) 
幼児期の造形表現体験と中学生の美術科に対する意識との関連Ⅱ 







































































 1-F については、2-01〜05 の全ての設問との間に
有意差は認められなかった。 
3−3 1-G「絵本を読む」と各設問の関連 
















表 8 2-08「家に自分の作った作品が飾ってありますか」と 2−01〜05 のクロス集計表(p<0.05) 
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